
 

 

 

 

 

 
 
 
 

１２月号でお知らせした後にもいくつか行事がありました。１１月２７日（月）は５年生が森林

体験で高野山に行き、グループに分かれて大きな木を切り倒したり、山を散策したりしました。見

上げる大きな檜を指導員さんの指示に従って、のこぎりでかわりばんこに切っていきました。切っ

ている間に他の人はロープを高く木に掛ける練習をしました。練習するごとにどんどん高く新記録

が出ました。ある程度切ったら、力を合わせて木にかけたロープを引きます。「せーの」「せーの」

声を合わせて木を倒しました。最後に細い檜の輪切りをいただきました、とてもいい匂いです。そ

のあとも、山を散策し、自然林と人工林の違いについて考えたり、いいにおいのする葉をかいだり、

やまびこ挑戦したりと、山の自然をたくさん体験しました。コロナの関係で社会見学がなくなった

５年生にとっては、これが来年度の卒業アルバムに載せる写真の一つとなりました。 

 

 

 

 

 

他にも１１月２４日（火）には１・２年生のミルク教室。牛乳について勉強しました。１１月２

６日（木）には学校保健安全委員会。学校医さん・学校薬剤師さんにいろんな質問をして答えてい

ただきました。１１月２７日（月）には２・３年生・ひまわり学級が地域探検で四季の郷を訪れま

した。元気に歩きました。１２月３日（木）には１・２年生のうがい手洗い教室、今年、特に今の

時期にはぴったりの教室です。１２月９日（水）には２・５年生でキッズサポート教室、いじめ等

について勉強しました。１２月７日（月）にはひまわり学級の市民図書館等見学もありました。読

みたい本を借りました。返却は支所でもできるそうです。いずれもコロナ対策を考えての実施で、

ミルク教室でのバターづくりがなくなったのは子どもたちも残念がっていました。ゲストティーチ

ャーの先生方はみなさん、聞く態度や、説明に対する反応、挨拶など、東山東の子供たちをたくさ

んほめてくださいました。 

                               （校 長 山 下 真 二） 

東山東小学校学校便り ２０２１年 

１月号 

「たおれるぞー」 森林体験 

新年、明けましておめでとうございます。 

昨年は本校の教育活動に関し、保護者や地域の方々に大変お世話になり本当にありがとうご

ざいました。本年度も心を引き締めて子供たちとともに頑張っていきたいと思いますので、昨

年同様、ご支援・ご協力よろしくお願いします。 

コロナ禍の中、民生児童委員さんから、非接触型体温計をいただきました。また、社会福祉

協議会様からも子ども達の読書活動に役立ててくださいとご寄付をいただきました。来年度の

新１年生のための図書を買わせていただこうと思います。併せてお礼申し上げます。有り難う

ございました。 

いろんな行事等が 

実施されました！ 



 
 

 
１日（金）元日 
６日（水）３学期始業式 
     いじめなくそうデー 
７日（木）登校指導 

給食開始 
     防災教室（５・６年生） 
８日（金）身体計測（１・２年生）        

９日（土）うちどくの日 
１１日（月）成人の日 
１２日（火）身体計測（３・４年生） 

 

１３日（水）身体計測（５・６年生） 
１４日（木）大根掘り（ひまわり） 
１５日（金）安全点検 

     フォローアップ開始 
１８日（月）登校指導 

     書初め（20 日まで） 
２３日（土）県 PTA 指導者研修会 
２５日（月）スクールカウンセラー 
２６日（火）理科教室（３～６年生） 

     関西電気保安協会 

の行事予定 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各行事が変更・中止になる可能性があります。

ご了承ください。 

コロナ渦で、いろんな行事が縮小され、３密にならないように生活スタ

イルを変えなければいけません。今はたいへんな生活をしいられる私たち

ですが、"心に太陽を持って"積極的に前向きに挑戦していきましょう。 
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ドイツの詩人ツェーザル・フライシュレンによるもので、 
日本では山本有三訳として知られています。 


